
「設計実務に使える木造住宅の許容応力度計算」【訂正箇所】

P.10

P.11

「等」を追加

「構造計算」を

「許容応力度計算」に変更

ヘッダーの罫線が

消えていた

株式会社インテグラル

2023年6月23日

「最高高さ16m以下、かつ、」の条件を削除 「最高高さ16m超、または、」の条件を削除

「限界耐力計算」を追加

「または、軒高9m超」の条件を追加
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「設計実務に使える木造住宅の許容応力度計算」【訂正箇所】

P.32 表3-1-12 木材以外の材料の許容応力度 (2)鉄筋の許容応力度の種類の表記を訂正

誤）SD295A

正）SD295

「設計実務に使える木造住宅の許容応力度計算」【訂正箇所】

P.23

人通口の位置を変更
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P.38

2.1 使用構造材料一覧表 (2)木材の場合 の表を下の表に差し替え

P.94, 96

「設計実務に使える木造住宅の許容応力度計算」【訂正箇所】

7.4.1 鉛直構面の地震力、風圧力に対する検定 ■各鉛直構面の検定、■階全体の検定

QEj、QWj、Qajの「j」の下部が欠けていた

P.135 図8.1-2 荷重と曲げモーメント図の集中荷重の式を訂正

Mmax ＝
4

P ・L

正）誤）

P.139 表8.1-5 断面欠損がある場合の断面係数の表の表記を訂正

正）断面欠損がある場合の低減係数概算値誤）断面欠損がある場合の断面係数

ボルトの基準強度を「235」→「438」N/mm2に変更
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「設計実務に使える木造住宅の許容応力度計算」【訂正箇所】

P.162 8.3.8 梁の検定（せん断） 補足の赤文字部分を小数点に訂正

11,447

誤）

24,020

正）

11.447

24.020

P.167 8.4.3 鉛直荷重のみ受ける柱の検定（座屈の検定） 補足の赤文字を削除

①、②を削除

P.159
削除

削除
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